
令和５年 ６月定例議会号令和５年 ６月定例議会号

議会だより　135 号議会だより　135 号

予　

算

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
４
号
）

　

８
６
２
４
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
60
億
８
８
３
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
補

　

助
金　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

 

２
４
９
０
万
円

・
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業

　

補
助
金　
　
　
　

 

６
９
３
万
円

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

　

業
補
助
金　
　
　

 

８
２
３
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
３
３
７
万
円

・
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
振
興
基

　

金
繰
入
金　
　
　

１
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
基
金
繰
入

　

金　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

２

　第２回定例会が６月２０日から２１日の間で

開催され、議案１３件、同意１件、承認１件、

報告２件、意見案１件の審議を行い、いずれも

原案のとおり可決しました。

第２回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
伴
う
非
課
税
世
帯
等
へ
の
支
援
給
付
金

　
　
　
　

 

環
境
保
全
教
育
と
し
て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
費
を
補
正

３

条　

例

　・審議した議案②　

第２回定例会

■
観
光
物
産
交
流
拠
点
施
設
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
と

し
た
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
及
び
町
民
と

観
光
客
の
交
流
拠
点
と
し
て
「
さ

ろ
ま
～
る
」
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

【
主
な
歳
出
】

・
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
振
興
事
業

　

費
補
助
金　
　
　

１
０
０
万
円

・
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

　

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

２
４
３
０
万
円

・
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業

　

補
助
金　
　
　
　

 

６
９
３
万
円

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

　

業
補
助
金　
　
　

 

８
２
３
万
円

・
牧
野
利
用
委
託
料

▲
７
８
１
万
円

・
牧
野
利
用
組
合
肥
料
購
入
費
補

　

助
金　
　
　

   　

７
８
１
万
円

・
消
耗
品
費
（
教
育
委
員
会
事
務

　

局
）　
　
　
　
　

  

１
８
０
万
円

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
交

　

付
金　
　

 　
　
　

１
８
０
万
円

・
佐
呂
間
中
学
校
太
陽
光
発
電
シ

　

ス
テ
ム
整
備
工
事２

６
９
５
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

６
４
５
万
円

・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金

３
９
１
万
円

■
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

２
１
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
８
億
６
０
０
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
そ
の
他
繰
越
金 　

２
１
１
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金２

１
１
万
円

■
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
に

６
４
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
収
入

予
算
の
総
額
が
６
億
８
７
４
５
万

円
に
、
支
出
予
算
の
総
額
が
７
億

４
３
７
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
他
会
計
補
助
金 　

６
４
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
佐
呂
間
浄
水
場
第
２
水
源
地
流

　

入
弁
修
繕
工
事   

５
３
９
万
円

■
令
和
５
年
度
公
共
下
水
道
事

　

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
に

５
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、
資
本
的

収
入
及
び
支
出
予
算
に
３
３
７
万

円
が
追
加
さ
れ
、
収
入
予
算
の
総

額
が
３
億
７
７
７
１
万
円
に
、
支

出
予
算
の
総
額
が
４
億
５
３
５
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
資
本
的
収
入
及
び
支
出
予
算

【
主
な
歳
入
】

・
他
会
計
補
助
金 　

３
３
７
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
公
共
桝
設
置
工
事  

３
３
７
万
円

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
５
年
度
地
方
税
制
改
正
に

お
い
て
、
よ
り
公
平
で
中
立
的
な

税
制
の
実
現
に
向
け
、
極
め
て
高

い
水
準
の
所
得
に
つ
い
て
最
低
限

の
負
担
を
求
め
る
措
置
の
導
入
、

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

１
３
１
７
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
59
億
２
２
５
９
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
３
１
７
万
円

　

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　

◎
中
学
校
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

　

ム
整
備
工
事
に
つ
い
て

但木

【
答
弁
】
パ
ネ
ル
の
高
さ
が
４
ｍ

弱
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
は
景
観
が

損
な
わ
れ
る
と
感
じ
る
方
が
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
終
的

に
中
学
校
と
協
議
の
う
え
決
定
し

た
場
所
で
す
。

渡辺

【
答
弁
】
耐
性
デ
ー
タ
を
事
前
に

調
べ
ま
し
た
が
把
握
で
き
て
お
ら

ず
、
先
日
震
度
５
弱
の
地
震
が

あ
っ
た
千
歳
市
に
問
い
合
わ
せ

し
、
設
置
さ
れ
た
学
校
で
の
被
害

は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
雷
被
害
が
発

生
し
た
事
案
は
承
知
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
　
　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

　
　
　
　

場
所
を
道
路
に
面
し
た

学
校
入
口
付
近
と
し
て
い
る
が
、

適
切
な
場
所
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

自
然
災
害
が
多
発
す
る

　
　
　
　

中
、
本
設
備
が
地
震
や

雷
に
ど
の
く
ら
い
耐
性
が
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法
人

税
の
導
入
を
行
う
ほ
か
、
自
動
車

税
等
に
係
る
環
境
性
能
割
等
の
見

直
し
を
行
い
、
租
税
特
別
措
置
に

つ
い
て
は
適
切
な
適
用
期
限
を
設

置
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な

り
、
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
い
、
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

課
税
が
開
始
さ
れ
る
森
林
環
境
税

の
賦
課
徴
収
等
に
つ
い
て
定
め
る

規
定
の
整
備
等
を
行
う
た
め
、
税

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
歳
出
】

◎
悠
林
館
に
係
る
経
費

・
修
繕
料  　
　
　

  

２
１
５
万
円

・
廊
下
照
明
取
替
工
事

２
０
１
万
円

・
客
室
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
撤
去
工
事

１
３
３
万
円

・
非
常
灯
取
替
工
事  

３
８
５
万
円

・
備
品
等
購
入
費     

２
３
９
万
円

　

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　

◎
専
決
処
分
（
悠
林
館
に
係
る

　

経
費
）
に
つ
い
て

渡辺

【
答
弁
】
当
初
は
建
物
の
躯
体
に

係
る
小
破
修
繕
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
建
物
内
の
点
検
を
進
め
る

う
ち
に
消
防
法
に
係
る
非
常
灯
や

照
明
機
器
の
取
り
替
え
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
、
老

朽
化
し
た
厨
房
機
器
の
更
新
な
ど

開
設
ま
で
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
工
事
費
用
等
が
増
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
客
室
に
設
置
さ
れ
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
は
見
栄
え

が
悪
く
、
今
後
の
営
業
に
必
要
が

な
い
と
判
断
し
撤
去
し
ま
す
。

　
　
　
　

以
前
の
説
明
で
は
、
早

　
　
　
　

期
開
設
に
向
け
必
要
最

小
限
度
の
小
破
修
繕
を
行
う
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
多
額
な
経
費

と
な
っ
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

改
正

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
正

に
よ
り
、
全
道
的
な
保
険
税
の
平

準
化
の
た
め
、
国
保
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
佐
呂
間
知
来
テ
レ
ビ
中
継
局
放

　

送
機
器
更
新
工
事

①
契
約
の
方
法　
　

 　

随
意
契
約

②
契
約
金
額　
　

 

５
５
０
０
万
円

③
工
期　

 

令
和
８
年
３
月
31
日

④
契
約
の
相
手
方

　

札
幌
市
北
区
北
15
条
西
２
丁
目

１
番
８
号

　

株
式
会
社　

三
新

　

 

代
表
取
締
役
社
長  

児 

玉   

悟

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
佐
呂
間
テ
レ
ビ
中
継
局
放
送
機

　

器
更
新
工
事

①
契
約
の
方
法　
　

 　

随
意
契
約

②
契
約
金
額　
　

 

５
５
０
０
万
円

③
工
期　

 

令
和
８
年
３
月
31
日

④
契
約
の
相
手
方

　

札
幌
市
北
区
北
15
条
西
２
丁
目

１
番
８
号

　

株
式
会
社　

三
新

　

 

代
表
取
締
役
社
長  

児 

玉   

悟



令和５年 ６月定例議会号令和５年 ６月定例議会号

議会だより　135 号議会だより　135 号 ４

第２回定例会

・審議した議案③　

　

５

　

　・審議した議案④

　・町長行政報告

第２回定例会

意
見
書

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

　

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材

　

産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

　

め
る
意
見
書

　

北
海
道
の
森
林
は
、
全
国
の
森

林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占
め
て

お
り
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面

的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
の
目
標
達
成
に
向
け
、

伐
採
後
の
植
林
、
長
期
間
炭
素
を

固
定
化
す
る
た
め
の
木
材
利
用
の

促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
な
ど
森
林
吸
収
源

対
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た

め
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
や
道

産
木
材
の
活
用
、
防
災
・
減
災
対

策
を
さ
ら
に
進
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
可
決

し
、
衆
参
両
院
議
長
及
び
関
係
大

臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
漁
業
の
状
況

　

外
海
ほ
た
て
稚
貝
放
流
に
つ
い

て
は
、
５
月
17
日
か
ら
27
日
ま

で
の
９
日
間
の
日
程
で
終
了
し
、

７
９
６
３
万
粒
を
Ｂ
海
区
へ
放
流

し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ほ
た
て
稚
貝
採
苗
に
つ
い
て
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び
サ
ロ
マ
湖
内

の
海
水
温
が
平
年
よ
り
や
や
高
く

推
移
し
、
ラ
ー
バ
の
出
現
が
早
く

見
ら
れ
た
た
め
、
５
月
７
日
頃
よ

り
採
苗
器
が
投
入
さ
れ
、
そ
の
後
、

順
調
に
水
温
も
上
昇
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、
ラ
ー
バ
の
付
着
状
況
調

査
を
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

マ
ス
稚
魚
に
つ
い
て
は
、
管
内

の
親
魚
確
保
数
が
前
年
対
比
16
・

９
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ロ

マ
湖
か
ら
の
放
流
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ケ
稚
魚
の
中
間
育
成

に
つ
い
て
は
、
４
月
26
日
に
稚

魚
２
０
０
万
尾
を
搬
入
、
う
ち

１
９
０
万
尾
を
３
基
の
生
簀
で
飼

育
し
た
の
ち
５
月
10
日
に
放
流
し
、

残
る
10
万
尾
に
つ
い
て
は
、
佐
呂

間
別
川
よ
り
放
流
を
行
い
、
４
年

後
の
回
遊
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

外
海
ほ
た
て
漁
業
の
本
年
の
漁

獲
目
標
は
、
本
操
業
Ｃ
海
区
で

１
万
１
０
０
０
ト
ン
に
設
定
し
、

６
月
１
日
か
ら
一
隻
28
ト
ン
体
制

で
操
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
農
作
物
の
生
育
状
況

　

こ
の
春
は
順
調
に
雪
解
け
が
進

み
気
温
も
高
め
に
推
移
し
た
こ
と

か
ら
、
作
物
の
播
種
・
移
植
作
業
は
、

例
年
よ
り
も
早
く
順
調
に
進
み
、

秋
撒
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、
コ
ム

ギ
縞
萎
縮
病
の
発
生
が
管
内
で
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
追
肥
等
の
施

用
に
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
て
お
り
、

雨
不
足
で
草
丈
は
低
い
状
況
で
す

が
、
農
作
物
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
安
定
し
た
天
候
を
願
う
と
こ
ろ

で
す
。

　

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
播
種
作
業
が
順
調
に

終
わ
り
、
一
番
牧
草
の
収
穫
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
雨
不
足
の
影

響
で
草
丈
は
低
い
も
の
の
生
育
が

順
調
で
あ
り
、
今
後
の
牧
草
収
量

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

■
町
営
牧
場
の
入
牧
状
況

　

５
月
17
日
・
20
日
両
日
で
入
牧

が
行
わ
れ
、
６
月
２
日
現
在
、
３

箇
所
の
町
営
牧
場
で
乳
牛
３
９
２

頭
が
放
牧
さ
れ
て
お
り
、
酪
農
経

営
の
基
本
で
あ
る
健
康
で
丈
夫
な

牛
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

同　

意

■
農
業
委
員
の
任
命
同
意

　

農
業
委
員
と
し
て
、
次
の
方
々

の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
共
立　
　
　

山 

口 

浩 

之　

氏

◎
大
成　

      

青
野 

英
一
郎　

氏

◎
啓
生　
　
　

十 

亀     

正　

氏

◎
栃
木　
　
　

千 

葉 

義 

則　

氏

◎
川
西　
　
　

田 

村 

通 

啓　

氏

◎
富
丘　
　
　

山 

越　

  

透　

氏

◎
富
丘　
　
　

渡 

部　

  

洋　

氏

◎
北　
　
　
　

田 

中 

裕 

二　

氏

◎
永
代
町　
　

山 

田 

裕 

之　

氏

◎
東　
　

      

荒
田 

由
紀
野　

氏

◎
知
来　
　
　

青 

野　

  

誠　

氏

◎
仁
倉　
　
　

平 

川 

智 

司　

氏

◎
浜
佐
呂
間　

和 

泉 

茂 

樹　

氏

◎
幌
岩　
　
　

齊 

藤 

浩 

明　

氏

◎
富
武
士　
　

大 

澤 

好 

幸　

氏

◎
若
里　
　
　

橋 

本　

  

聡　

氏

　

い
ず
れ
の
方
も
任
期
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
令

和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間

と
な
り
ま
す
。

 

農
業
委
員
16
名
の

　
　
　
　
　

任
命
に
同
意

報　

告

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
か
ら
、

次
の
事
業
分
が
令
和
５
年
度
に
繰

り
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

　

整
備
事
業 

８
億
７
８
５
１
万
円

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
特
別

会
計
か
ら
、
次
の
事
業
分
が
令
和

５
年
度
に
繰
り
越
し
に
な
り
ま
し

た
。

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修

　

工
事　
　
　
　

 

８
４
７
０
万
円

■
令
和
５
年
度
第
１
回
定
期
監

　

査
報
告
書

　

令
和
４
年
度
会
計
の
定
期
監
査

が
５
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
内

５
日
間
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
監
査
委
員
か
ら
、
適
正
に

処
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得

　

運
行
開
始
か
ら
10
年
以
上
経
過

す
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
車
両
本
体

の
劣
化
状
況
等
を
考
慮
し
、
順
次

計
画
的
に
更
新
す
べ
く
、
バ
ス
（
富

武
士
線
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

①
取
得
す
る
財
産
及
び
数
量

　

◎
中
型
バ
ス　

１
台

　
　
　

（
９
列 

45
人
乗
り
）

②
取
得
価
格　

 

２
１
１
２
万
円

③
納
入
期
限　

令
和
６
年
２
月
29
日

④
取
得
の
方
法　
　

 

随
意
契
約

⑤
売
買
の
相
手
方

　

北
見
市
中
央
三
輪
４
丁
目　

５
２
３
番
地
１

東
北
海
道
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　

北
見
支
店

　
　

取
締
役
北
見
支
店
長

坂 

上 

和 

年

■
権
利
の
放
棄

　

水
道
料
金
の
債
務
で
、
債
務
者

本
人
の
死
亡
及
び
全
て
の
相
続
人

の
相
続
放
棄
の
た
め
、
合
計
13
件

の
簡
易
水
道
使
用
料
債
権
の
放
棄

を
決
定
し
ま
し
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

本
年
２
月
の
除
雪
作
業
時
の
車

両
と
の
接
触
事
故
に
関
す
る
損
害

賠
償
額
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
額 

21
万
６
８
３
５
円

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
漁
業
集
落
排
水
施
設
機
器
更
新

　

工
事
（
機
械
設
備
）

①
契
約
の
方
法 　

指
名
競
争
入
札

②
契
約
金
額　
　

 

７
７
０
０
万
円

③
工
期　

 

令
和
６
年
３
月
８
日

④
契
約
の
相
手
方

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
３
丁
目

１
番
地
54

　

ク
ボ
タ
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

株
式
会
社　

北
海
道
支
店

支
店
長　

鎌 

田 

勝 

幸

第３回定例会は９月に開催されます !!
 

日程の詳細は、町広報９月号の折込みチラシを

ご覧いただき、ぜひ傍聴にお越しください。

現在のふれあいバス（富武士線）


